
障害のある児童が安心して暮らしていくために、人生の場面に則した制度と福祉サービスの利用ができます。

・障害児の問題を家族で抱え込まないための支援
　（家族への障害受容支援や精神的な支援）

・医療・療育機関・相談事業所
　　　　　　行政サービスとの連携

・家庭内での療育支援
・教育支援
・思春期問題への支援
・地域での活動支援

・卒業後の進路に向けた準備支援
・就労支援（福祉的就労・一般就労）
・生活の場の確保
・日中活動の場の確保
・金銭管理・地域生活の安定に向けて

・親亡き後への対応
・高齢者医療機関との連携
・高齢者サービスとの連携⬇

・就学前療育
・児童発達支援
・保育所
・幼稚園
・こども園
・地域子育て支援
・生活介護
・短期入所（ショートステイ）
・障害児入所施設

・就学相談
（日中）
・特別支援学校
・特別支援学級
・通級指導教室
・放課後等デイサービス
・行動援護・同行援護
・居宅介護・生活介護

（生活）
・短期入所（ショートステイ）
・グループホーム・入所施設

・障害者就労支援センター
・地域活動支援センター
・就労継続支援
・就労移行支援
・生活介護
・日常生活自立支援
・成年後見制度

適切な学校選択や適応のための支援

就労支援・家族支援

障害児と家族のニーズ

利用を選択できる
　　主なサービス

福祉

教育

生活
就労

福祉

行政

   学齢期
　（６歳～）

  乳幼児期
　（０歳～）

青年・成人期
　（就学後～）

老年期

➡
➡
➡

子ども

● 障害児支援の概要

ライフステージ によって ニーズ は 変化します
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